
















































































































































































































































































































































































































































































































































































題『劇画漂流』）や”The Push Man and other stories”（オムニバスの短編集。表題作の原題
は『押し屋』である）や”Good-Bye”（オムニバスの短編集。表題作の原題は『グッドバイ』
である）を読んだという。
25　先に挙げた「人喰魚」や「さよならモンキー」はじめ幾つかの作品はその典型的作品であ
るといえよう。
26　それは、『COM』における「特集　庶民」において『けもの・なみだ』を描いたことから
も明らかであろう。これに関しては松井（2019）16-18頁を参照せよ。
27　辰巳（2010）『大発見』302頁
28　当時は日の丸文庫、のちに青林工藝舎から復刊されている
29　辰巳（2010）『大発見』302頁
30　辰巳（2010）『大発見』302頁
31　片岡（2012）238-240頁
32　辰巳（2014）324-326頁
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33　辰巳（2014）326-328頁
34　辰巳（2010）『大発見』302頁
35　辰巳（2010）『大発見』308-309頁
36　図７、図８、図９の画像はいずれも「まんだらけオークション」（URL：https://ekizo.
mandarake.co.jp/auction/item/itemInfoJa.html?index=298288）からの借用。（最終確認：
2020年12月20日）
37　この点における辰巳ヨシヒロによる映画的表現に関する考察については、松井（2019）
11-13頁を参照せよ。
38　辰巳（2013）第三十一話（117-132頁）、辰巳（2014）第４章「劇画誕生」（209-223頁）。
39　辰巳（2013）下巻、118-122頁、辰巳（2014）219頁
40　辰巳（2013）下巻、124頁、辰巳（2014）220頁
41　海外での高評価の代表的なものについては、松井（2019）1-2頁に纏めてある。
42　青林工藝舎から出版された復刻版『黒い吹雪』（2010）の帯である。
43　辰巳（2010）2-4頁。そしてこの冒頭シーンの次に「スリラー漫画」という惹句と山路が
連行されるシーンとともに『黒い吹雪』という題が掲載されたページが現れる。この「スリ
ラー漫画」という表記に関しては、辰巳は「スリラー」のみの標記をしたが、出版社が「ス
リラー漫画」に代えて出版したため、辰巳が出版社に抗議したというエピソードが『劇画
漂流』（下、130頁）で描かれている。
44　この女性がこの物語において山路と男の行く末を左右することになる。この手紙はその
伏線となっている。
45　辰巳（2010）10-11頁
46　辰巳（2010）12-19頁
47　辰巳（2010）28-31頁
48　辰巳（2010）32-39頁
49　辰巳（2010）40頁
50　辰巳（2010）41頁
51　辰巳（2010）43-78頁。この回想は、逮捕され連行される冒頭のシーンで終わっている。
52　辰巳（2010）80頁
53　辰巳（2010）81-94頁
54　辰巳（2010）105-106頁
55　辰巳（2010）107-116頁
56　辰巳（2010）116-117頁
57　辰巳（2010）120-124頁
58　辰巳（2010）125-127頁
59　辰巳（2010）130頁
60　辰巳（2010）129頁
61　この『黒い吹雪』は、唐突ともいえる山路進の逮捕のシーンから物語が始まるが、その
シーンの以前の出来事が回想シーンとして描かれるといった工夫がなされている。これは
（数ページの読み切りとの対比的な意味で）長編であることはもちろんだが、この時期の辰
現代ビジネス学会「九州国際大学国際・経済論集」第 7号（2021年 3月）
― 38 ―
巳が「やっぱり短編は窮屈やな。短い枚数にギッシリ詰め込むさかいに、コマ運びに余裕
がないんや。短編でコマとコマの間に、意味を持たせるなんて無理やな」（『劇画暮らし』
212頁）と語ったり、「長編はええなぁ。『影』のためにしばらく長いもんを描いてへんさか
いなぁ」と語りつつ辰巳自身の述懐として「思い切り自由な発想で長編を描いてみたい」と
いう気持ちを強く持っていた（『劇画暮らし』213頁）ことも踏まえるならば、仮定の域は
でないけれども、ここにも映画的なストーリー展開の影響があると推測することも無理筋
ではないようにも思われる。
62　松井（2019）11-13頁参照
63　辰巳（2013）下巻、201頁
64　四方田（1994）19頁
65　四方田（1994）19頁
66　四方田（1994）36頁
67　四方田（1994）36頁
68　四方田（1994）170頁
69　辰巳（2013）下巻、382-387頁、辰巳（2014）164-168頁
70　辰巳（2010）40頁
71　辰巳（2010）41頁
72　辰巳（2010）43頁
73　辰巳（2010）43-78頁
74　辰巳（2010）80頁
75　辰巳（2010）80頁
76　辰巳（2010）120-124頁
77　辰巳（2010）26頁。これは設定上のミスであると解することも容易ではあるが、この時
点ではまだ二人はお互いにどこの誰ともわからない者同士手錠で繋がれているという状態
であるから、男は「おれはな三十年もカンゴクのめしを食って来た男だっ」とあえて嘘を
つき、二人の関係においてより有利になるために処世術からハッタリをかましていると解
することもできよう。
78　辰巳（2010）31頁
79　辰巳（2010）41頁
80　辰巳（2010）79頁
81　辰巳（2010）123頁。これにより、山路はあの男が冴子の父親であることを知る。
82　片岡（2017）［２］
83　辰巳（2010）79頁
84　辰巳（2010）79頁
85　辰巳（2010）123頁。これにより、山路はあの男が冴子の父親であることを知る。
86　1956年から数年の辰巳ヨシヒロの作品においてそのような「よるべのなさ」が表現され
ているかどうかという問題や、そのような心のありようは他の劇画作家たちや漫画家たち
の作品において描かれたのかどうかという問題は、まだ解決していない。これは今後の課
題であるといえよう。
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